
射--89)巨大聴神経腫癌をこ対する
忠相訊鮎態yTi離弘in野鼠PPTO組軸 の経験
Msu鮎oe軸it昆及盈PPTO汲ehと齢巌転較仙

北魔 公準:姦謂 慧翫 意識 賢欝院∋
相馬

曾田 楳

摘 勤減 光克く罷 豊欝病院∋

多くの聴神経腫藤は内考孔内で発生し軍内葦乳を拡充

させながら後頭蓋窓車脳橋角部-進展発脅していく傾向

がある.直径3cm以上の巨大聴神経膝藤で全摘を試み

る壕魯夕顔藤袴寮製の機能を保存できるかどうか,あるい

は内耳乳内陸嫁と後頭義濡進展部分の両者を摘出できる

かどうかが問題となるやマイタr:1サ-ジャリ-の時代に

なって両者の摘出をこ有力な手術経絡とLてぼ牙脳神経外

用'＼十十再∴㍉1∴トナ∵二十ヒトtlt)川.し､ii)ltlttIlPPrL~'こlL､11

と神経耳科医に,より発展されてきたもr汲nS及毘蛎F孟n痛ime

apprの汲Cbの望経絡があるやいずれの経絡を選択するか

ば〉神経軍事中学的所見9神経放射線学的所尾管患者の年

齢および術者の手術術式の慣れと技量をこよって紋淀され

るべきと考えられているヰ

今岡我 は々一般にicm以下の中経藤をこ適応とされて

の巨太臆慶を顔面神経機能を温存しながら変鏑をこ成功L

た,本例の手術経路と方法について述べ予従来のSuboe-

'.i日日;llこ111いr…rhでt十号 上目棋日射町-i-‖-L:.'JLU::

がら本法の看利点と欠点につき検討を加える書

が)経験
L､.:1L日工･･'r-'1L′､IlH∴病に廿:'rLtけ伸廿i:_
小脳橋Tll酔沖甘',1例

関谷 徹治帝岩淵
大熊 鐸捧
i･･晶!輔情

f･J.･:I/木 i-:･Jl･-笑

陵若造騒 宗)
(同 救急部)

宏明∈耳鼻揺畷科う

レ:/タuソダ-ウセソ病に合併する両側性小脳橋角部

経慶を,聴覚性誘発電位の術中モニタ:管で摘出しゃ術

後長期にわたって字間電位を記線しき293の知見を得

た.症例はや且7才の食性でサ主訴は,歩行障害,術前き
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聴神経陸揚からの大出血は稀である外我 は々経療内出

血をこより発症Lた聴神経経癌の且例を経験したので若干

の文献的考察を加え報告する.

症例は撒歳ア男性.急激な頭痛ヲめまい,複視をきた

したが数時間で経験した中6ケ月後,同様の症状をきた
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着する高吸収域を認めた血脳血管撮影では,脳動脈癖や
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補助診断士も,さら闘志手術所見としても頚静脈孔経痴
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